








〔緒言〕 

 従来,胎児仙尾部奇形腫は分娩時難産となって初めて気付かれ,そのため腫瘍破裂等をき

たし新生児予後は必ずしも良好ではなかった。しかし,最近では超音波断層法による出生前

診断がなされ,計画的な充全の周産期管理が可能となってきている。私共も,超音波断層法

により胎児仙尾部奇形腫と出生前診断し良好な経過を得た 1 例を経験したので,文献的考

察を加え報告する。 

 胎便性腹膜炎は,胎生期に胎便が胎児腹腔内に逸脱し生ずる無菌的,化学的腹膜炎であ

り,Fibroadheisive type, Cystic type, Generalized type に分類される。本症では羊水

過多による早産が多く,且つ診断の遅れは出生後細菌性腹膜炎を惹起し,その予後は極めて

不良となる。従って,胎便性腹膜炎の出生前診断とそれに基く充全の周産期管理は,本症の

周産期成績向上の端緒となる。私共は 4例の胎便性腹膜炎を経験したので,その出生前超音

波断層法所見を中心に,文献的考察を加え報告する。 


